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め
い
ふ
く
を

•お
祈
り
い
た
し
ま
す

菟

野

尾

森

岡

春

太

郎

さ

ん

上

森

山

城

戸

フ

ジ

コ

さ

ん

小

藪

北

本

フ

ジ

エ

さ

ん

菟

野

尾

松

尾

ハ

ッ

子

さ

ん

影
地
共
栄 お

誕
生
日
お
め
で
と
う

l

-l
ざ
い
ま
す

安
川
哲
生
さ
ん

二

男

武

生

ち

ゃ

ん

上
田
英
二
さ
ん

長

男

真

治

ち

ゃ

ん

岩
田
忠
義
さ
ん

長

男

慎

吾

ち

ゃ

ん

協
生
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昭和53年 3月
人 ロ 男 2,025人

女 2,078人

計 4,103人

世帯数

1,108世帯

(53. 2. 28現在）

鹿野川
惣 -J 11 を結ぶ

基幹林道建設促進

期成同盟会を設立
肱川

．
 

野村

．
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肱川野村基幹林道建設促進期成同盟会役員

か
ね
て
か
ら
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
肱
川

町
、
河
辺
村
お
よ
ぴ
野
村
町
を

結
ぶ
基
幹
道
路
の
建
設
促
進
に

つ
い
て
、
三
月
三
日
肱
川
町
公

民
館
で
三
か
町
村
の
林
業
生
産

者
の
代
表
と
町
議
会
、
森
林
組

合
な
ど
関
係
機
関
団
体
役
員
七

0
人
が
一
堂
に
会
し
て
「
肱
川
・

野
村
基
幹
林
道
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
同
盟
会
は
‘
三
か
町
村

の
基
幹
道
路
の
有
機
的
な
結
び

つ
き
と
生
活
基
盤
の
整
備
、
過

疎
化
の
防
止
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
過
疎
法
に
基
づ

く
基
幹
道
路
の
計
画
指
定
を
受

け
る
よ
う
に
‘
請
願
、
陳
情
を

行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
さ
れ
る
路
線
は
、
ひ
と

昔前、牛馬で野村町や河辺

村から生活の上で欠かすこ

とのできない農林産物など

を搬出するために往来した

肱川町鹿野川大駄場から獄

山・峰峠（むねんとう）を

通り、野村町惣川天神を結

ぶ重要な路線だった往還道

を往時をしのびながら現代

の林業の生産基盤や日常の

生活道路として活用するた

めに開設しようというもの

です。出され、大野会長が役員を

総会は、期成同盟会の規代表して「一日も早く事業

約の審議や基幹道路として実現に努力し、かってロマ

の早期採択の要望と強力的ンと波乱に富んだであろう

な事業の推進のための決議”天神への道11開設に向か

の採択を行って盛会に終了って頑張る覚悟」と力強くあ

しました。いさつしました。

また、当日次の役員が選

役職名 職 名 氏 名 理 事 肱川町森林組合長 香川亀久次郎

会 長 肱川町長 大野和 ＂ 野村町森林組合長 兵頭久之

副会長 野村町長 池田忠幸 ＂ 河辺村森林組合長 高橋武夫

＂ 
河辺村長 稲田三温 ＂ 肱川町議会議員 西宮実

常任理事 肱川町議会議長 堀川史朗 ＂ 野村町議会談員 石井嘉幸

＂ 野村町議会議長 鈴木邦治 ＂ 野村町議会議員 増田武夫

II 河辺村議会議長 森川重生 ＂ 河辺村議会議員 向井保

理 事 肱川町議会産業委員長 沖野常一 顧 II 問 県議会議員 岡田己宣

＂ 野村町議会産業建設委員長 井関健一郎 II 県議会議員 藤井政一

＂ 河辺村議会産業建設委員長 上久保春雄 II 県議会議員 佐々木弘吉

藤岡八幡浜県事務所長による期成同盟会設立の
お祝いとこれからの励ましのことば

．
 
，，
 

盛会に行われた期成同盟会設立総会

... 
．．  

大野会長（肱川町長）‘｀早期実現に
努力する、、とあいさつ

..嶋..一

力強〈香川肱川町森林組合長が
決議文を朗読

一
集
音
マ
イ
ク
一

〇
十
四
オ
（
中
学
二
年
生
）

七
十
七
人
が
「
自
覚
、
立
志
、

健
康
」
を
目
標
に
、
自
ら
の

啓
発
‘
向
上
を
誓
う
。

や
が
て
殆
ん
ど
の
人
た
ち

は
進
学
、
就
職
し
て
町
外
へ

巣
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

中
学
生
の
思
い
出
＂
ふ
る
さ

と
の
よ
さ
“
を
思
い
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
。

（
％
肱
中
に
て
少
年
式
）

〇
児
童
数
の
少
な
い
学
校
で

は
父
兄
も
参
加
し
て
学
芸
会
。

こ
の
日
、
映
画
「
交
通
事

故
は
誰
の
責
任
か
」
も
上
映
。

（
％
各
小
学
校
学
習
発
表

会
）0

「
か
ん
」
に
因
る
死
亡
者

は
脳
卒
中
、
心
臓
病
に
次
い

で
第
三
位
。
胃
か
ん
、
子
宮

か
ん
は
減
っ
た
か
、
肺
が
ん

か
急
増
し
て
、
胃
が
ん
に
次

い
で
第
二
位
の
死
亡
率
。

0

か
ん
は
喫
匪
者
に
多
く
、

と
く
に
肺
か
ん
は
喫
煙
量
が

多
い
は
ど
、
喫
煙
開
始
年
令

か
早
い
は
ど
死
亡
率
も
高
い
。

「
肺
か
ん
と
タ
バ
コ
の
因
果

関
係
は
不
明
」
と
は
言
え
”

危
う
ぎ
に
近
寄
ら
ず
“
に
こ

し
た
こ
と
は
な
い

。

(
％
初
の
肺
が
ん
集
団
検
診
）

〇
寒
風
の
中
「
有
事
」
に
備

え
た
日
頃
の
訓
練
を
披
森
。

は
し
ご
操
法
の
妙
技
な
ど
見

物
人
の
拍
手
を
あ
び
る
。

(
％
消
防
出
発
式
）

0

「
部
落
の
振
興
は
、
み
ん

な
の
應
欲
が
基
本
。
岩
谷
、

中
津
地
区
を
皮
切
り
に
部
落

振
興
研
究
会
。

さ
あ
、
あ
な
た
の
部
落
で

r

は
将
来
何
か
必
要
で
し
ょ
う

ヵ（
％
部
落
板
興
研
究
協
議
会
）

「大切に」運動 4月の目標は ‘‘きまりを守りましよう、

ヽ

.. 

‘̀ 
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、
〇
農
事
放
送
を
利
用
し
て
、
町
ぞ
れ
選
ば
れ
た
七
人
の
ア
ナ
ウ

長
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ
（
％
）
。
ン
ス
嬢
に
深
謝
。

有
線
放
送
を
始
め
て
や
が
て
0
来
年
は
駅
伝
大
会
を
…
…
。

二
年

(51
年
5
月
10
日
開
始
）
。
（
公
公
民
館
体
育
委
員
会
）

「
放
送
が
聞
こ
え
な
い
」
、
「
そ
し
て
今
年
一
月
八
日
第

一

放
送
で
子
供
が
起
き
て
困
る
」
、
回
町
内
駅
伝
大
会
。
九
チ
ー
ム

「
放
送
原
稿
の
研
究
を
」
と
苦
情
‘
―
二
六
人
が
参
加
し
て
、
各
小

要
望
続
出
。
そ
の
後
の
改
善
費
学
校
回
り
十
四
区
間
、
四
七
・

用

は

五

0

0

万

円

。

三

キ

。

を

力

走

。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
日
二
回
0
「
ナ
ガ
シ
ュ
ウ
、
オ
ー
ト
ラ
ン

の
定
時
放
送
、
役
場
、
農
協
、
ガ
、
ヨ
ロ
シ
ュ
ウ
イ
ウ
チ
ャ
ン

森
林
組
合
、
公
民
館
か
ら
そ
れ
ナ
イ
ヤ
」
ー
町
誌
第
六
編
第
八

章
方
言
偶
諺
か
ら
1

待
望
の
町
誌
発
刊
、
取
材
の

苦
労
話
に
花
が
咲
く
・
。

（
％
町
誌
発
刊
式
）

0
「
親
竹
は
三
年
生
の
と
き
が

竹
の
子
の
生
み
ぎ
か
り
…
…
。
」

農
協
で
は

一
0
ア
ー
ル
当
り

一
、
0
0
0
キ
ロ
‘
-
0
万
円
生
産

を
目
標
に
目
下
奨
励
中
。

（
％
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
講
習
会
）

0
新
町
長
に
大
野
和
氏
、
町
議

は
中
野
一
氏
当
選
。
異
常
寒
波

の
中
、
立
会
演
説
会
も
。

'
（
％
ー
％
町
長
、
町
議
補
選
）

0
野
ウ
サ
ギ
の
被
害
は
‘
桧
、

杉
五
千
本
（
一
・
五
ha)
以
上
の
見

込
み
。
退
治
し
た
野
ウ
サ
ギ
は

猟
期
内
と
合
せ
て
七
二
0
羽
（

前
年
七
七
四
羽
）
。

（
％
有
害
鳥
獣
駆
除
反
省
会
）

今
年
の
戦
果
は
、
八
七
五
羽
。
．

0
二
期
、
八
年
間
の
大
き
な
足

昨
年
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
「
円
高
…
…
」
、
「
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
」
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
ト
ッ
プ
を
占
め
；
出

口
の
見
え
な
い
長
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
走
り
続
け
た

一
年
IJ

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
町
内
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
「
集
音
マ

イ
ク
」
か
ら
拾
っ
て
み
た
。

「
集
音
マ
イ
ク
」
総
集
編

こ
ん
な
こ
と
か
ぁ
nま
し
だ

昭和52年

ン

ま
ち
千
本
の
ほ
だ
木
出
来
上
り
。

前
年
分
と
合
せ
て
二
千
本
。

（
％
小
藪
老
人
ク
ラ
プ
）

正
山
老
人
ク
ラ
プ
で
は
、
つ

つ
じ
苗
三
、
0
0
0
本
を
育
苗

出
荷
。
年
間
売
上
げ
三
0
万
円

と
か
。
そ
し
て
さ
し
木
で
育
て

た
稚
苗
の
植
付
。

さ
て
収
益
金
の
使
途
は
。

．

〇
企
画
経
済
課
、
町
民
運
動
室

を
廃
止
し
て
、
企
画
広
報
課
、

産
業
開
発
課
、
町
民
相
談
室
を

跡
を
残
さ
れ
た
藤
川
前
町
長
に
新
設
。
（
％
町
の
新
し
い
組
織

か
わ
り
、
「
町
民
総
参
加
の
町
政
」
で
き
る
。
）

の
大
野
町
長
初
登
庁
。
(
%
)
0
二
十
ニ
チ
ー
ム
、
三
四
五
人

0
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
（

〇
独
居
老
人
対
象
に
中
央
地
区
参
加
、
明
治
、

・大
正
の
青
年
も

二
次
林
構
）
で
御
在
所
に
案
内

で
＂
敬
老
の
家

II

開
設
。
婦
人
二
十
一
人
が
参
加
。
年
々
盛
況

、
所
落
成
（
％
）
。

会
中
央
分
会
有
志
が
演
芸
の
。
フ
に
I
．た
だ
グ
ラ
ン
ド
マ
ナ
ー
が

〇
当
町
の
投
票
率
は
八

O・

ニ

レ
ゼ
ン
ト
。
「
オ
ラ
ら
も
お
返
し
今
一
歩
。
お
客
気
分
を
す
て
て

こ
し
た

九
行
。
八
幡
浜
県
事
務
所
管
的

に
一
っ
」
と
独
居
老
人
。
自
分
ら
の
夜
間
ソ
フ
ト

t

い
も
の
…
…
。

で
第
三
位
。

11

都
々
逸
ァ
ー
ヘ
た
で
も

（
弧
参
議
院
議
員
選
挙
）

ャ
リ
ク
リ
ャ
ー
ウ
マ
イ
…
I

I

(

％
夜
間
ソ
フ
ト
開
始
）

0
「
牛
の
糞
、
豚
の
糞
も
ク
サ
イ

0
「
子
供
は
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に

昔
と
っ
た
き
ね
ず
か
、
一
同

集
中
す
る
時
間
は
ご
く
短
時
間

「

う

ま

い

も

ん

じ

ゃ

ノ

ー

。

」

(

%

)

／

＼

言

う

だ

け

じ

ゃ

な

し

に

、

も

•
•
•
で
す
ね
。
今
私
が
こ
う
し
て
し

0

国

旗

を

揚

げ

て

昔

の

若

い

し

っ

と

う

ま

い

具

合

に

使

っ

て

み

ゃ
べ
っ
て
い
て
も
、
私
を
み
て

が

椎

茸

種

苗

植

込

作

業

。

た

ち

ょ

う

ヤ

。

」
新
案
誕
生
か
。

（
％
土
づ
く
り
対
策
事
業
検
討

い
る
者
は
二
、
三
人
で
す
ね
。

こ
う
し
た
子
供
の
習
性
、
そ

会）
畜
産
農
家
と
た
ば
こ
や
養
蚕

し
て
集
団
の
中
で
自
分
の
子
供

農
家
が
手
を
握
り
、
Il

畜
産
公
害

が
ど
の
よ
う
に
動
く
か
を
よ
く

防
止
II

と
If

土
づ
く
り
II

の一

み
て
、
今
後
の
交
通
安
全
を
考

石
二
鳥
を
狙
っ
て
い
ま
試
行
中
。

え
て
み
て
下
さ
い
。
」

0
「
ど
こ
も
道
路
が
で
き
て
便

（
％
中
野
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
集
合

利
よ
う
な
っ
た
も
ん
じ
ゃ
」
と

訓
練
）

感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。
(
%

中
野
老
人
ク
ラ
ブ
町
内
視
察
）

町
政
教
室
で
は
部
落
長
の
町

内
視
察
、
婦
人
会
、
身
障
者
更

生
会
な
ど
「
観
光
地
よ
り
も
町

内
を
…
。
」
と
、
こ
の
と
こ
ろ
町

内
視
察
が
増
え
て
き
た
。

0
表
彰
状
「
あ
な
た
は
、
バ
ン

ザ
イ
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
技
を

重
ね
、
相
手
チ
ー
ム
に
よ
く
協

力
し
…
…
」
”
相
手
チ
ー
ム
協

力
賞
I
I
I
I

体
力
の
限
界
で
し
ょ

う
（
賞
）
II

な
ど
受
賞
者
多
出
。

（
％
議
員
、
農
委
、
町
職
員
親

善
ソ
フ
ト
大
会
）

新設工事進む ー上森山農道一
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
郡
内
町

村
議
員
ソ
フ
ト
大
会
で
当
町
議

員
チ
ー
ム
が
四
度
目
の
優
勝
（

％）。
0
昔
の
青
年
男
女
が
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
で
若
返
り
。
カ
ッ
パ
リ

レ
ー
や
ア
ベ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
の
競
技
に
三
0
0
余
人
の

お
と
し
よ
り
集
う
。

（
％
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
）

0
町
民
一
団
で

11

青
少
年
の
非

行
防
止
を
“
と
願
い
を
こ
め
て

青
少
年
指
導
員
制
度
発
足
。（％） 

0
コ
イ
、
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
、
マ
ス
、

ド
ジ
ョ
ウ
等
々
。
淡
水
魚
を
養

殖
し
て
当
町
産
業
の
振
興
に
寄

与
し
よ
う
と
組
合
結
成
（
％
）
。

肱
川
名
産
の
出
現
に
期
待
。

0
不
景
気
の
世
情
と
言
え
ど
も
‘

ね
た
ぎ
り
老
人
に
少
し
で
も
暖

か
い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ

こ
う
I
．
と
寄
せ
ら
れ
た
募
金
二

団
体
営
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
新
設

し
て
い
る
上
森
山
農
道
も
、
昨

年
度
ま
で
に
五
0
六
0
万
円
の

事
業
費
で
、
一
五
八
三

M
を
実

施
し
、
よ
う
や
く
上
森
山
部
落

の
中
心
地
ま
で
開
通
し
て
い
る

現
状
で
す
。

今
年
度
は
、
事
業
費
ニ
ニ
0

0
万
円
で
、
四
三
九
只
芸
蒻
ェ

す
る
計
画
で
五
十
二
年
七
月
二

十
八
日
着
手
し
現
在
工
事
が
進

．
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
了
す
る
と
、
部
落

内
の
各
戸
に
道
路
が
通
じ
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
ま
で
、
人
肩

に
た
よ
っ
て
い
た
諸
物
の
運
搬

が
機
械
化
す
る
こ
と
が
出
来
、

労
働
力
の
節
減
等
に
よ
る
経
営

の
安
定
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
残
事
業
の
五
四
四
昇

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年

度
に
於
い
て
施
工
し
、
全
線
完

了
す
る
予
定
で
す
。

十
六
万
二
千
円
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
、
町
民
の
心
が
と
ど

く
よ
う
に
と
募
金
配
分
（
％
）

． -・ .. 
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新しい生活様式は
どうして必要なのでしょう
資涼とエネルギーはわだしたちの共通の財産です。

その資源やエネルギーによって、わたしたちの生

活は向上してきました。しかし、

①地球上の資源は有限です。

②わが国では、資源やエネルギーのほとんどを

海外に依存しています。

憑外に依存している割合 （昭和5匹 虜）

棗材●

4
月
か
ら
新
し
く
入
園
・
入
学
す
る
子
供
さ
ん
を
持
つ

家
庭
で
は
、
健
康
の
こ
と
を
は
じ
め
、
う
ま
く
集
団
生
活

を
送
れ
る
だ
ろ
う
か
、
友
だ
ち
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
だ
ろ
う
か
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
心
配
の
タ
ネ
が
つ
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
入
園
・
入
学
に
あ
た
っ
て
、
お
母
さ
ん
方
に

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
心
得
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

新
し
く
入
園
入
学
す
る

児
童
の
II

心
得
帳
II

｀ 
•,:-. 

③資源やエネルギーの価格は、これからも上が

る傾向にあります。

④資源やエネルギーをたくさん使うと公害やゴ

ミをさらに増やすことになります。

ですから、限られたものを大切に使う、生か．して

使う、できるだけ捨てない、使い終ったものもなる

ペく回収し、再生して活用するといった考え方や生

活習慣が必要になってきます。

これからの生活では、

①賣涼やエネルギーを大切lこし、生ガして使う。
②●らしを見直し、合浬的な生活バターンをき

づく。

Rできるだけ無駄をなくし、廃物の有効利用に

つとめる。

④水や緑を大切9こし、人閻生活9こふさわしい環

環をつくる。

＠運帯を基盤とした人聞性豊ガな地域社会をつ

くる。

これらは、ひとりひとりの心がけから生まれます。

ひとりひとりが、家庭、コミュニティ、職場などの

あらゆる場で、人と自然、物と心を大切にし、暮ら

しの質を高めたいものです。

ゴ
ロ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。そ
う
い
う
と
き
は
、
ゆ
っ
く

り
休
ま
せ
る
な
り
、
子
供
が
や

り
た
い
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に

や
ら
せ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
ふ
ろ
に
一
緒
に
入

っ
た
時
と
か
、
食
後
の
団
ら
ん

の
と
き
に
、
学
校
の
こ
と
や
友

だ
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
く

話
を
聞
い
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

「
ぼ
く
、
お
も
ら
し
し
ち
ゃ
っ
た
」

と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を

う
ち
あ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

し
め
た
も
の
で
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
親
に
理

解
し
て
も
ら
え
ば
、
そ
れ
だ
け

心
が
落
ち
つ
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
親
が
意
外
に
気

が
つ
か
な
い
の
は
子
供
の
近
視
、

乱
視
、
弱
視
、
耳
が
よ
く
聞
こ

え
な
い
と
い
っ
た
症
状
で
す
。

子
供
が
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

い
の
で
、
よ
く
よ
く
原
因
を
調

べ
て
見
て
初
め
て
分
か
っ
た
と

い
う
例
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
担
任
の
先
生
と

よ
く
連
絡
を
と
り
、
子
供
の
体

調
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

約
束
や
き
ま
り
を

守
る
子
に
育
て
よ
う

勝
気
な
子
供
が
保
育
所
や
学

校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
は
「

イ
ヤ
ー
．
」
と
口
に
出
し
て
ゴ
ネ

ま
す
が
、
内
気
な
子
供
は
腹
が

痛
い
と
か
頭
が
痛
い
ど
い
っ
て
、

間
接
的
に
表
現
し
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
的
な
感
覚
か
ら
、

背
の
高
い
先
生
と
か
声
の
大
き

な
先
生
を
怖
が
っ
た
り
、
授
業

中
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
答
え
を
し

た
た
め
に
笑
わ
れ
、
そ
の
シ
ョ

ッ
ク
で
登
校
拒
否
を
起
こ
す
の

も
、
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

子
供
は
、
い
ま
ま
で
の
遊
び

中
心
の
生
活
と
は
全
く
ち
が
っ

た
環
境
に
身
を
お
く
の
で
す
か

ら
、
集
団
生
活
に
一
日
で
も
早

く
な
じ
め
る
よ
う
に
指
導
し
、

励
ま
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
学
校
ぎ

ら
い
に
な
る
の
を
防
げ
る
か
と

い
う
と
、
お
母
さ
ん
と
し
て
は
、

ま
ず
子
供
が
心
理
的
に
疲
れ
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
見
分
け
る

こ
と
が
先
決
で
す
。
学
校
に
行

く
の
を
い
や
が
っ
て
も
「
小
学

生
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
…
…
」

な
ど
と
一
方
的
に
叱
る
の
は
、

い
ち
ば
ん
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
年
生
に
な
っ
た
喜
び
を
も

気をつけたい子供の動作

”
心
の
疲
れ
II

を
見
抜
こ
う

っ
て
楽
し
く
通
園
・
通
学
で
き

る
よ
う
、
温
か
い
心
づ
か
い
が

ほ
し
い
も
の
で
す
。

通
園
あ
る
い
は
通

学
し
始
め
て
一
、
ニ

週
間
も
す
る
と
、
緊

張
感
な
ど
が
積
み
重

な
っ
て
ど
っ
と
疲
れ

が
出
て
く
る
も
の
で

す。
疲
れ
の
症
状
と
し

て
は
、
朝
な
か
な
か

起
き
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
頭
痛
、
便
秘
、

下
痢
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

動
作
が
鈍
く
な
っ
て

目
が
ど
ん
よ
り
と
し

た
り
、
顔
色
が
わ
る

＜
、
家
の
中
で
ゴ
ロ

友
達
づ
く
り
を

こ
れ
ま
で
家
庭
の
中
で
、
II

お

山
の
大
将
II

を
き
め
込
ん
で
い

た
子
供
た
ち
も
、
保
育
所
や
学

校
に
入
る
と
周
囲
は
見
知
ら
ぬ

顔
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
友

達
づ
く
り
は
急
速
に
進
み
ま
す
。

一
日
も
早
く
友
達
を
つ
く
る
こ

と
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
通

園
・
通
学
を
よ
り
楽
し
い
も
の

に
す
る
第
一
の
秘
け
つ
で
す
。
fS 

自
己
主
張
の
強
い
子
は
協
調

性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

集
団
の
遊
ぴ
に
な
じ
め
ず
、
す

ぐ
け
ん
か
を
は
じ
め
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
口
の
重
い
子
と
か

神
経
質
な
子
供
は
、
集
団
生
活

の
な
か
で
が
ま
ん
す
る
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う

い
っ
た
性
格
の
子
供
に
対
し
て

は
、
母
親
は
そ
れ
と
な
く
手
助

け
を
し
て
あ
げ
、
一
日
も
早
く

保
育
所
や
学
校
に
は
、
集
団

生
活
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
は
許
さ
れ
る
依
頼
心
や

甘
え
も
、
こ
れ
か
ら
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
決
め
た
約

束
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
、

社
会
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で

の
第
一
の
基
本
で
す
。
保
育
所

や
学
校
は
、
子
供
に
と
っ
て
は
、

最
初
に
経
験
す
る
社
会
で
あ
り
、

ひ
と
り
の
、
＂
市
民
＂
と
し
て
の

み
ん
な
と
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う

に
導
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
行
き
帰
り
の
道
も
、

近
所
の
友
達
や
上
級
生
と
い
っ

し
ょ
に
行
動
さ
せ
る
な
ど
し
て
‘

集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

近
く
に
同
じ
年
ご
ろ
の
子
供

が
い
な
か
っ
た
り
、
適
当
な
遊

び
場
所
が
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

子
供
は
ど
う
し
て
も
家
に
と
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
外

に
連
れ
出
し
て
、
一
緒
に
遊
ん
で

や
る
と
か
、
友
達
を
見
つ
け
て

や
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
逆
に
、
自
分
の
家

に
友
達
を
呼
ぶ
な
ど
、
積
極
的

に
家
庭
を
開
放
す
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

友
達
関
係
で
気
を
つ
け
た
い

の
は
、
子
供
の
前
で
友
達
の
欠
、

点
を
口
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

「
あ
の
子
と
遊
ば
な
い
よ
う
に
」

と
か
「
も
っ
と
よ
い
友
達
は
い

な
い
の
」
な
ど
と
い
う
の
は
、

単
な
る
大
人
の
感
覚
で
し
か
な

い
場
合
が
多
い
も
の
で
す
。
ま

ず
子
供
の
世
界
を
知
る
こ
と
、

こ
れ
が
母
親
の
第
一
の
役
割
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ー
ト
の
場
で
も
あ
る
の
で

す。
用
便
や
洗
顔
、
食
事
の
あ
と

か
た
づ
け
、
衣
服
の
脱
ぎ
着
な

ど
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
は
自
分

で
す
る
よ
う
に
し
つ
け
、
集
団

生
活
の
規
則
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

わ
き
ま
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。ま
た
、
対
人
関
係
の
エ
チ
ゲ

ッ
ト
と
し
て
は
、
は
い
・
い
い

え
•
あ
り
が
と
う
・
す
み
ま
せ

ん
を
は
っ
き
り
言
え
る
よ
う
に

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
決
ま
り
や
約
束

が
守
れ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
ほ
め

て
や
り
ま
し
ょ
う
。
守
れ
な
か

っ
た
と
き
は
、
、
し
か
る
前
に
子

供
の
身
に
な
っ
て
、
た
と
え
ば

内
容
的
に
無
理
が
な
か
っ
た
か

ど
う
か
、
強
制
し
す
ぎ
て
子
供

の
心
情
に
キ
ズ
を
つ
け
る
よ
う

な
こ
と
は
な
か
っ
た
か
|
ー
—
な

ど
の
点
を
よ
く
考
え
て
か
ら
、

適
切
な
助
言
を
す
る
の
が
効
果

的
で
す
。タ

コ
足
配
線
は
一

危
険
で
す
一

便
利
な
家
庭
電
気
機
器
を
i

購
入
し
て
も
、
そ
れ
に
応
じ
~

た
配
線
設
備
が
な
い
と
、
せ
~

っ
か
く
の
電
気
器
具
も
有
効
i

に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
~

せ
ん
。ま
た
、
電
灯
線
か
ら
「
タ
ー

コ
足
配
線
」
を
し
て
い
る
の
-

を
見
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
一

危

険

で

す

。

-

器
具
は
必
ず
コ
ン
セ
ン
ト
~

か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。
一

l

i
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ま
ず
、

歯
そ
れ
自
身
の
病
気
の

代
表
が
虫
歯
な
ら
、
歯
を

支
え
て
い
る
組
織
の
病
気

の
代
表
が
歯
そ
う
の
う
漏

で
、
虫
歯
と
と
も
に
歯
科

の
二
大
疾
患
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

と
く
に
中
年
以
後
の
人

に
圧
倒
的
に
多
く
、
は
じ

め
の
う
ち
は
痛
み
の
よ
う

な
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
気
が
つ
い
た

と
き
に
は
歯
が
ガ
タ
ガ
タ

に
な
っ
て
い
て
、
抜
い
て

し
ま
う
よ
り
ほ
か
に
方
法

が
な
く
な
っ
て
い
る
例
が

大
変
多
い
の
で
す
。

歯
ぐ
き
が
む
ず
が
ゆ
い
、

朝
起
き
た
と

よ
う
な
不
快

漏

見

き

口

が

粘

る

ぅ
発

感

が

あ

る

。

の

歯

プ

ラ

シ

を

ぅ

期

使

っ
た
り、

早

リ

ン

ゴ

を

か

そ

じ

っ

た

り

し

の

た

と

ぎ

に

血

が
出
る
。
か

歯
た
い
も
の
が
か
み
に
く
い

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

早
く
歯
科
医
に
処
置
し
て

も
ら
う
と
同
時
に
、
糖
尿

病
や
肝
機
能
の
低
下
、
栄

養
失
調
な
ど
が
原
因
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

早
期
発
見
と
い
っ
て
も
、

素
人
に
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
は
、
も
う
ほ
ん
と
う
の

早
期
発
見
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
歯
そ
う
の
う
漏
の
初
期

の
う
ち
な
ら
、
毎
食
後
五

分
ぐ
ら
い
か
け
て
、
て
い

ね
い
に
歯
を
み
が
く
こ
と
、
｀

こ
れ
が
予
防
に
な
り
、
ま

た
治
療
に
も
な
る
の
で
す
。

「大切lこJ運動 4月の自標 子供の事故をなくそう ・道路を広く美しく

ヘ

一

；^ 
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こきi こき乳‘‘容こき！ ろ‘ろ 妊母ろ
‘九四 ‘十四 娠乳 ‘十四
肱時月 肱三月 中の肱三月

川 1 五 川時十 旦＇ の意、 川時十
町十日 町 1 四 生義町 1 日
公六 公十日 理‘公十
民時 民五 実民五
館 館時 践館時

国民年金の保険料が
改められます

亡
国
剤
と
も
い
わ
れ
る
覚
せ

い
剤
禍
か
、
県
下
全
域
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

暴
力
団
や
友
人
か
ら

「
眠
け

ざ

ま

し

」
「
疲
労
回
復
」
に
効

く
と
す
す
め
ら
れ
、
好
奇
心
か

ら
使
用
し
た
こ
と
か
ら
深
み
に

は
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
を
注
射
す
る
と

一

時
的
に
は
、
快
感
を
覚
え
‘
疲

労
回
復
を
感
じ
ま
す
か
、
薬
か

切
れ
る
と
、
か
え
っ
て
猛
烈
な

疲
労
に
お
そ
わ
れ
、
ま
た
、
薬

を
使
用
す
る
と
い
う
悪
循
環
か

ら
、
結
局
は
中
毒
に
な
り
身
も

心
も
む
し
ば
ま
れ
、
精
神
異
常

と
な
っ
て
、
殺
人
や
偏
害
な
ど

の
凶
悪
な
行
動
を
起
こ
す
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

ま
た
覚
せ
い
剤
は
、
末
端
価

格

一
グ
ラ
ム

三

0
万
円
位
と
、

非
常
に
高
価
な
値
段
で
取
引
き

さ
れ
て
お
り
、
特
に
暴
力
団
は

覚
せ
い
剤
を
密
売
し
、
活
動
資

金
に
し
て
い
ま
す
。

中
毒
者
は
、
覚
せ
い
剤
ほ
し

さ
か
ら
盗
み
を
し
た
り
、
家
財

道
具
や
家
、
土
地
を
売
り
つ
く

し
て
、

一
家
も
ろ
と
も
破
産
す
．

国
民
年
金
保

険
料
が
、
今
年

四
月
か
ら
二
七

三

0
円
（
旧

二

二
0
0円
）

に

改
め
ら
れ
ま
す
。

附
加
分
四

0
0

円
は
、
据
え
置

ヽ

か
れ
ま
す
。

年
金
時
代
に

入
り
肱
川
町
で

も
、
七
二
六
人

の
方
々
が
年
間

約
一
億
六
千
万

円
の
年
金
を
受

け
て
お
ら
れ
ま

す。
ま
た
、

r
,
 

年金

拠 出 年 金 現在（月額） 53年7月から（月頷）
老； 5年年金 16,408円 17,658円
ノT‘J 
10年年金 22,425円 24,133円
更豆L 25年年金 35,558円 38,258円
障害 1 級 45,125円 48,550円
年金 2 級 36,100円 38,842円
母子・寡婦•遺児 36,100円 38,842円

福祉年金

老令福祉年金

: 汁子・準代

現在（月額）

15,000円
22,500円
15,000円
19.500 

53年7月から（月額）
16,500円
24,800円
16,500円
21. 500 

ご
存
じ
で
す
か

i見
せ
い
剤
6
恋
し
さ

る
事
例
が
あ
と
を
た
た
な
い
状

況
で
す
。

．

警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康

で
明
る
い
生
活
を
願
っ
て
、
覚

せ
い
剤
犯
罪
の
撲
減
に
全
力
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
た

時
は
、
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。0
元
気
だ
っ
た
人
が
急
に
顔

色
か
悪
く
な
り
、
や
せ
て
き

た
。
腕
に
注
射
の
あ
と
か
あ

る。〇
急
に
交
際
し
な
く
な
っ
た

り
、
一
日
中
部
屋
に
閉
じ
こ

も
っ
て
、
外
出
し
な
く
な
っ

こ。f
 
0
会
話
中
と
ぎ
ど
き
訳
の
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
口
走
っ
た

額
も
今
年
七

月
か
ら
、
下

表
の
よ
う
に

引
上
げ
ら
れ

ま
す
。老後
に
、

よ
り
高
い
年

金
を
受
け
る

た
め
の
改
正

で
す
。み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

軍
人
、
軍
属
（
伴
任
官
、
高

等
官
以
上
）
で
、
日
華
事
変
(

昭
和
十
二
年
七
月
七
日

1
昭
和

第
二
回
特
別
弔
慰
金

日
華． 
大
東
亜
戦
争
遺
族
に
支
給

り
、
急
に
乱
暴
し
た
り
、
わ

め
き
ち
ら
す
こ
と
か
あ
る
。

〇
暴
力
団
や
街
の
不
良
と
交

際
し
、
白
い
粉
や
注
射
器
を

も
っ
て
い
る
。

〇
喫
茶
店
な
ど
で
「
や
せ
薬

」
と
か
「
疲
れ
や
眠
け
が
と

れ
る
薬
」

ら
れ
た
。

覚
せ
い
剤
の
常
用
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
は
、
早
期
発
見
と

治
療
ガ
大
切
で
す
。

（
肱
川
町
防
犯
協
会
長
、
大

洲
警
察
署
長
）

といってすすめ

種類 手数料

通常はがき 1枚につき 3円

往復はがき 1枚につき 6円

郵ニ使レ書タ 簡 1枚につき 6円（ミー）

外国郵佃用
1枚につき 5円は： 力ゞ き

航空書簡 1枚につき10円

先
月
号
で
出
し
て
お
り
ま
し

た
、
特
集
記
事
II

二
三
七
人
の

．

消
防
精
神
“
の
‘
①
肱
川
町
消
防

，

団
組
織
図
の
第
一
分
団
部
長
堀

井
一
男
氏
と
あ
る
の
は
、
堀
井

嘉
弘
氏
の

誤
り
で
し
た
の
で
、

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

母偶;___うと三 いは 給別族遺遺て昭病病八亜十
⑥者先こ‘十な合‘まさ弔の族族‘和死に日戦六
兄②順と時一おわ町だれ慰先か給公五.__,よ以争年
弟子位に効日‘せ町請ま金順い与務十さり、降＾十
姉③ -なとま昭て民求すへ位な金扶四れ -昭二
妹父 りなで和く課し゜二者いを助年た死中和月
母戦まりに五だ福て 0 に場も料四か亡に十七
④没す受請十さ祉い 万‘合ら‘月た＾公六日
孫者゜給求三い係な 円第‘つ遺一の戦務年-
⑤の 権し年 ゜へい

日

祖①
一次て族に遺死上十‘

をな三 おか が回のい年ぉ族・の二大
父配 失い月 ． 問た 支特遺る金いで戦傷月東

はた 1史のし郵新しいものと交換できます ま
とで四

交り切 書き損じた「はがき」 - lよ月
換‘手 ろ郵二
で傷にてしをミかしたき 丸捨んのてで使十
きつ当いい‘ 二 きたり損郵損てながい‘週日
まけたまも次レやり ‘じ便でてと書ては間か
せたるすのの夕郵し誤た局すしぎき‘かでら
んり部゜と要 1 便たつりで゜ま ‘損よぎす。ニ
゜し分た交領-書郵て‘は つ破じくを 十
たをだ換でな簡便印汚‘ てつ゜ぁ車 -

亘

も汚し、し新どへは刷し書 はてこるい 日

老人趣味の作品展
より（金賞）

◇心配ごと相談◇

‘'あ気軽に相談所へ、

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談員 担当相談員

3月25日 佐久保、戒野相談員

4月5日 下石、柚野、福田相談員

4月15日 中野、堀尾相談員

I 4月25日 谷本、佐久保相談員

横断は見る〈せ、待っ〈せ、止まる〈せ

春の交通安全運動
4月6日～ 4月16日

1
1
お
わ
び
1
1

ー計算早わかり一
動続35年の人が I,600万円の遇職金をもらった珊合

冒／／笏伍万幌誓//“

璽 退職所得控除額

（退職所得の一）
1 
2 

l 
(35年ー20年）X50万円十500万円

=1,250万円

8 

勤続年数ガ20年までは1年につき25

万円、 20年を超える部分は1年につき

5()万円で計算しま可。だとえば次のよ

うになります。

四

円
0
0
4
5
0
 

9
.
8
 

万

万
2
0
1
0
 

税

税
疇

幸旦

1,250万円

勤続年数控除額勤続年数控除額

5年 125万円 2晦 750万円

10年 250万円 30年 1,000万円

15年 375万円 35i王 1,250万円

退職金と税金
退職金も所得税や住民②勤続年数か二十年以

税の対象になりますが、上の場合

長い間の勤労に対する報（勤続年数120年）X50
酬であり、また退職後の万円＋500万円

生活の大切な“資産“で③在職中に障害者とな

すから、ほかの所得とはり、それか原囚で退職し

分離してより軽い負担でた場合

すむようになっています。①あるいは②の計算の

退職金の総額から‘退結果にさらに百万円を加

職所得控除を差し引き、算したものか退職所得控

残額の二分の一を「退職除額になります。

所得」として、これをも

とに所得税や住民税か計

算されます。税率は、ほ

かの所得の場合と同じで

す。総額か退職所得控除

額の範囲内であれば、税

金はかかりません。

退職所得控除額は勤続

年数に応じて、次のよう

に計算されます。

①勤続年数（一年未満

の端数は切り上げ）か二

十年以下の場合

勤続年数x25万円

:[e>li­
一五十万円となる

〔所得税額算出早見表〕
課税所得 税率 控除額

60万円まで 10 % 0円

120万円まで 12 % 12,000円

180万円まで 14 % 36,000円

240万円まで 16 % 72,000円

300万円まで 18 % 120,000円

400万円まで 21 % 210,000円

500万円まで 24 % 330,000円

600万円まで 27 % 480,000円

税
の
知
識

ノ

鼻-・ 
ヽ


